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　　　　　　　　（D2’recto7」乃（ジ　Yoshzfmsa　SHIMIZV）

　　Anomalies　in　the　number　of　deciduous　teeth　at　the　front　teeth　area　were　examined　in　1，016　chiIdren（515

boys　and　501　girls）under　the　age　of　6　years．　Supernumerary　teeth　were　found　in　4　cases（2　boys　and　2　girls）

in　the　maxilla　and　the　frequency　was　O．39％（0．39％for　boys　and　O．40％for　girls）．　In　one　Qf　the　4　cases，　two

，。p，，num・・a・y　teeth　were　d・tect・d　i・th・1・ft・pPer　f・・nt　teeth・・ea，th…pernume・a・y　t・・th　g・・m・f　th・

successor　was　observed　in　2　of　the　3　cases　which　underwent　roentgenographic　examination．　A　gem｛nated　tooth

appeared　in　the　rnaxilla　of　a　boy　and　the　frequency　was　O．10％（0，19％for　boys）．　No　abnormality　was　observed

in　the　tooth　germ　of　the　successor．　Fused　teeth　were　fouiid　in　24　cases（10　boys　and　14　girls）and　the　frequency

was　236％（1．94％for　boys　and　2．79％for　girls）．　The　tooth　germ　of　the　successor　was　absent　in　2　and　the　fused

tooth　germ　was　observed　in　40f　the　24　cases．　Mesiodens　occurred　in　15　cases（12　boys　and　3　girls）and　the

frequency　was　1，48％（2．33％for　boys　and　O．60％for　girls）．　In　6　cases（5　boys　and　a　girl）of　the　15　cases，　another

unerupt，d　mesi・d・n・w…b・e・v・d．1…entg・n・graphic　ex・minati…f1，886　P・ti・nt・i・・1・di・g・d・lt　i・di・id－

uals　without　erupted　mesiodens，　unerupted　mesiodens　were　found　in　57　cases（34　males　and　23　females）and

the　frequency　was　3．02％（3．67％for　males　and　2．40％for　females）．　Shinshu　Med．　」，38！581－601，ヱ990

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　for　publication　June　15，1990）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎているが，まだはるかに少ない。

　　　　　　　　　1　はじめに　　　　　　　　　　　　また，乳歯群における歯数異常の出現頻度は，代生

代生歯群の歯数異常にっいての報告は，1例報告を　　歯群のそれよりかなり少ないものと考えられてい

含めると，これまで数多くなされてきた。これに対し　　る1）－4）。そのためもあって，本邦における乳歯の歯数

て，乳歯群の歯数異常に関する報告は，近年になって　　異常，特に，過剰歯と双生歯の出現頻度に関する系統

乳歯に対する一般の衛生知識の向上に伴い，乳幼児検　　的研究はまだほとんどなされていない。さらに乳歯に

診の機会が増加してきたことにより，次第に増えては　　歯数異常があった場合，その後継代生歯にも同様の変
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表1　形態が正常乳歯に類似し歯列上にある前歯部乳歯過剰歯の報告例（日本人）

Nα 報　告者 発表年度 年　　齢 性別 出　　現　　部　　位 過剰歯の
繻p歯胚

文献

1 栃原義人 1931 5歳1ヵ月 ♂ 上顎左　中切歯部 一
7）

2 岡本清櫻 1932 4歳4ヵ月 ♀ 上顎左　犬歯部 1）

3 小松崎君子 1940 5歳 ♀ 上顎左右側切歯部両側性 十 8）

4 後藤正二郎 1941 4歳8ヵ月 ♂ 上顎右側切歯部 9）

5 深田，梶原 1952 7歳3ヵ月 ♂ 上顎左側切歯部 一
10）

6 埴原和郎 1954 4歳 ♂ 上顎右側切歯部 11）

7 栃原博 1956 6歳7ヵ月 ♀ 下顎右　中切歯部 一
ユ2）

8 深田，石井 1957 5歳 ♀ 上顎左　中切歯部 串 13）

9 吉岡，小林 1959 7歳 ♂ 上顎右側切歯部 『
14）

10 荻原泉 1964 5歳5ヵ月 ♂ 上顎右切歯部 一
15）

11 荻原泉 1966 4歳7ヵ月 ♂ 上顎右側切歯部 十 16）

12 荻原弥作ら 1966 5歳 P 上顎左右切歯部両側性 『
17）

13 遠藤，亀谷 1967 5歳7カ月 ♂ 上顎左　中切歯部 一
18）

14 藤田恒太郎 1968 3歳 ♂ 上顎右側切歯部 19）

15 栗原洋一ら 1969 6歳10ヵ月 ♂ 上顎左　中切歯部 十 20）

16 笠原・石 1970 4歳8ヵ月 ♂ 上顎右側切歯部 一
21）

17 森主宜延ら 1971 6歳2ヵ月 ♀ 上顎右側切歯部 『
22）

18 〃 〃 4歳2ヵ月 ♀ 上顎右側切歯部 一 〃

19 原田吉通ら 1974 3歳2ヵ月 ♀ 下顎左右切歯部両側性 23）

20 荻原　泉 1975 2歳9ヵ月 ♂ 上顎左側切歯部 24）

21 宮沢裕夫ら 1975 不　明 ♂ 上顎左右　側切歯部両側性 十 25）

22 三浦一生ら 1977 3歳8ヵ月 ♀ 上顎右側切歯部 十 26）

23 荻田修二ら 1978 4歳10ヵ月 ♀ 下顎左切歯部 27）

（下顎右側切歯部に双生歯）
24 轟朝五ら 1979 5歳9ヵ月 ♂ 上顎右　中切歯部 一

28）

（上顎左　中切歯部に双生歯）
25 原　秀一ら 1980 3歳4ヵ月 ♂ 上顎右側切歯部 ｝

29）

26 〃 〃 6歳1ヵ月 ♂ 上顎右　中切歯部 十 〃

27 〃 〃 2歳9ヵ月 ♂ 上顎右切歯部 十 〃

28 守口，野坂 1981 2歳6ヵ月 ♀ 上顎右側切歯部 ｝
5）

29 〃 〃 3歳10ヵ月 ♀ 上顎右側切歯部 一 〃

30 〃 〃 1歳9ヵ月 ♂ 上顎左側切歯部 『 〃

31 宮井真理ら 1981 3歳5ヵ月 ♂ 上顎左右　犬歯部両側性 『
30）

32 平岡弘士ら 1982 3歳7ヵ月 ♀ 下顎左　中切歯部 十 31）

（下顎右　中切歯部に双生歯）
33 旭爪伸二ら 1984 4歳1ヵ月 ♀ 上顎左犬歯部 一

32）

34 〃 〃 5歳1ヵ月 ♀ 上顎左側切歯部 十 〃

35 外山瑞子ら 1985 4歳6ヵ月 ♂ 上顎左右　中切歯部両側性 一
33）

36 本症例　1 1990 3歳9ヵ月 ♀ 上顎右側切歯部 ｝
37 本症例　H 〃 3歳5ヵ月 ♀ 上顎左側切歯部 十

38 本症例　II正 〃 5歳4ヵ月 ♂ 上顎左側切歯部 十

上顎左犬歯部 一
39 本症例　IV 〃 5歳8ヵ月 ♂ 上顎左側切歯部

参考 岡本日出夫ら 1978 3歳2ヵ月 ♂ 上顎右　第1第2乳臼歯の口蓋側 一
34）

・はX線による調査をしたが判定できなかった症例
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化がみられるかどうかを調査した報告もきわめて少な　　比較検討を行った。

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これらのうち，その出現がきわめてまれとされてい

　そこで，6歳未満の幼児合計1，016名について，そ　　る乳歯過剰歯および双生歯を有する例については，そ

の前歯部における乳歯の歯数異常のうち，過剰歯と双　　の口腔内の全乳歯について藤田6）の方法に従い，1／20

生歯，ならびに癒合歯の有無を系統的に調査し，その　　副尺付ノギス（ミツトヨ製，東京）で，歯冠幅・歯冠

形態を観察するとともに，後継歯の状況をX線フィル　　厚の計測を行い，分析を行った。

ムにょって検討した。　　　　　　　　　　　　　　　　さらに，これまでの10年6ヵ月間に水橋歯科医院を

　歯数異常にはこのほかに歯数不足（欠如）がある。　　受診し，繭出した正中歯を認めない患者のうちから必

しかし，その断定にあたっては，歯の埋伏，抜去のこ　　要あって撮影した成人を含む男927名，女959名，合計

とを考慮せねばならないため，正確な既往歴調査とX　　1，886名の上顎前歯正中部のX線フィルムについて，

線検査とを必要とするので，今回はこれを除外した。　　埋伏正中歯の有無と，その埋伏状況を観察するととも

　また乳歯列期に上顎正中部口蓋側に出現することの　　に，その出現頻度について検討を加えた。

ある正中歯の有無についても観察を行った。合わせて，

、の正噛。ついての購。糠蜘焔目的で潮　　　　m結　果
出した正中歯を認めない，成人を含む合計1，886名か　　A　前歯部乳歯過剰歯

ら得た上顎前歯正中部のX線フィルムについて，正中　　　今回観察した6歳未満の幼児1，016名（男児515名，

歯の埋伏を調査して検討を加えた。　　　　　　　　　女児501名）のうち，前歯部に過剰歯を有するもの4

　　　　　　　　11材料と方法　　　　例（男児2例姫2例）を見出すことができた・こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のうちの女児1例は，芋井地区の口腔検診で見出され

　昭和51年1月より昭和61年6月までの10年6ヵ月間　　たものである。従って，出現率卿．39％（男児O．39％，

に著者が開設する長野市の水橋歯科医院（院長水橋　　女児0．40％）となる。過剰歯は全例とも上顎に存在し

巖）を受診した6歳末満の男児465名，女児450名，計　　ていた。そのうちの男児1例（症例III）においては過

915名に，口腔検診を行った長野市近郊の山村，芋井　　剰歯が同側に2本存在していた（出現率0，10％）。こ

地区（人口約2，000人）にある保育園の6歳未満の男　　の症例は，これまで本邦において発表された前歯部に

児50名，女児51名計101名を加え，総計1，016名を対象　　おける真性過剰歯の報告例中には見あたらないきわめ

とした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て珍しい症例である（表1）。

　乳歯の歯数異常の観察項目は，①過剰歯，②双生歯，　　以上の4例中1例を除く3例においてX線診査を行

③癒合歯，④正中歯，とした。　　　　　　　　　　　　うことができたが，その3例4歯中2例2歯に後継歯

　前歯部における乳歯過剰歯の判定については，歯列　　胚の存在が観察された。

上に繭出していること，正常乳歯と歯冠形態が極似し　　　前歯部乳歯過剰歯の出現は，従来からきわめてまれ

ていること，鵬蝕の進行状態，その他X線診査による　　なものとされている。われわれが調査したところでは，

歯根の状態，年齢など，守口と野坂5｝がまとめた判定　　これまで日本人において発見され，報告されたものは

基準に従って，総合的に判断した。上顎正中部口蓋側　　合計35例（表1）に過ぎないので，以下に今回の各症

に出現した鑛小歯や円錐歯は真の過剰歯ではなく，正　　例についての詳細を述べる。

中歯とみなした。　　　　　　　　　　　　　　　　　1　症例　1

　これら異常歯を発見しだい，アルギソ酸系の印象剤　　　常○陽○，女。長野市にて出生。受診時3歳9ヵ月。

（アルジエース・パウダー，三金，東京）で印象，硬　　　家族歴，遺伝的関係は不明である。

石膏（G．C，シュールストン，而至，東京）で全顎の　　　生来健康で，既往症として特に記載することはない。

模型を作製して観察した。さらに可能な限り3TCX　　本人の全身の発育，栄養状態は普通である。

Beam　Film標準サイズ（サンティシィー，東京）を　　　繭出歯は下記の通りである（図1A，1B）。

使用して，HiX　Dental　X・Ray　Unite（Suzuki・Dental，　　　　　　m2　m、　c　i、＊i、　i、　ii　i2　c　m、　m、

東京）によりレントゲソ撮影を行い，その歯根の状態　　　　　　M2mlc　　｛211　i1i2cMlm2

や後継歯の有無を観察した。また，これらの乳歯歯数　　　右上顎乳中切歯，乳犬歯間に，2本の乳側切歯様の

異常の出現頻度，出現状態について，先人の報告との　　歯があり，右乳側切歯の重複と考えられる（近心側の
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Pt　2　症例1　右上顎乳側切歯部に過剰歯が存在する症例

右 左 （単位mm）

m2 m1 C i2＊ 12
i1 i、 i2 C m正　　rn2

上顎 歯冠幅
賦･厚

10．4

P1ユ

7．3

X．0

6．9

U．5

4．8

S．9

5．5

S．8

7．0

T．3

7．0

T2
5．3

S．8

7．0

U．2

8．0　10．3
X．0　11．0

下顎 歯冠幅

賦･厚
10．2

P0．2

8．8

W．6

6．2

T．5
二

5．0

S．5

4．4

S．3

5．0

S．3

4．9

S．5

6．3

T．5

8．9　10。2
W，5　10．0

表3　症例II左上顎乳側切歯部に過剰歯が存在する症例

右 左 （単位mm）

m2 m且 C
i2 il iI i2 i2＊ C 1n止　　rn2

上顎 歯冠幅
賦･厚

8．6

X．6

6．9

W．8

6．4

T．8

6．6

S．9

7．0

T．2

6．7

T．0

5．8

S．7

5．8

S．6

6．4

T．6

6，7　8．5
W，6　9，5

下顎 歯冠幅
賦･厚

9．6

X．4

7．9

V．6

5．5

T．5

4．8

S．5

42
S．1

4．2

S．0

4．7

S．1
二

5．7

T．4

7．7　9。6
V．5　9．4

歯を上」遠心側の歯を星」とする）。劃とも歯列　　であり，その他の遺伝的関係も不明である。

上にあり，五」は遠心をやや唇側に稔転させている。　　　生来健康で，既往症として特に記載することはない。

．lg：．iと上」の舌面窩は乳側切歯形を示しているが，　　本人の全身の発育，栄養状態は普通である。

diは上」にくらべ・陞であり，　envav・軽度の犬歯化　繭出齢下記の勘である（図2A・2B）・

がみられる。山の近遠心面，ならびに巨Lの近心　　　　　　m2m、Ci2111且12i2・cml皿、

面に礪蝕がある。従って，麹と』の形態的比較　　　　　　m2mlc1・1・1112　cmlm2

はできないが磁」の舌面窩カミ他歯にくらべ強い願　赴顎乳中切歯孚L犬歯間に2本の乳側切歯様の歯

をなしている。下顎においては岡阿の咬合面に軽　　があり，左乳側切歯の重複と考えられる（近心側の歯

度の隔蝕がみられるが，他歯に特記すべき事項はない。　を匡L，遠心側の歯を瞳とする）。L鉱とも歯列

繭出歯の歯冠の大きさは表2の通りである。　　　　　　上にあり，巨2＿は遠心側を軽度に唇側へ捻転させ，

　X線診断によると鯉」と思われる歯胚はそれぞ　　瞳は近心側を軽度に口蓋側へ捻転させている。

れ1つずつである。述』はともに単根であり，同年　　L1鉱とも舌面窩は乳側切歯様であり，反対側乳側切

齢における平均的歯根の吸収が見られる。また，劃　　歯上」と似た形態をしているが，瞳の切縁に尖頭が

の歯髄腔は歯冠の大きさに比べ比較的大きく，乳歯特　　見られ，犬歯化が認められる。

有の像を示している。（図1C）。　　　　　　　　　　　　上下顎各歯とも齢蝕もなく，特記すべき事項はない。

2　症例　II　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繭出歯の歯冠の大きさは表3の通りである。

　伊O桂○，女。長野市にて出生。受診時3歳5ヵ月。　　X線診断によると］』盤とも単根であり，同年齢に

父親は高度な上顎前突を示すが乳歯列時の状態は不明　　おける平均的歯根の吸収がみられる。L1∠の歯髄腔は

　図1　症例1　星」の過剰歯（矢印）

　　　A　咬合面　B　唇側面　C　X線像

　図2　症例II　巨£の過剰歯（矢印）

　　　A　咬合面　B　唇側面　C　過剰歯と過剰歯胚（A印）のX線像

　図3　症例m　瞳とLg：の過剰歯（矢印）

　　　A　咬合面　B　唇側面　C　過剰歯と過剰歯胚（A印）のX線像

　図4　症例rv　L∠の過剰歯（矢印）

　　　A　咬倉面　B　唇側面
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表4　症例III左上顎乳側切歯部と乳犬歯部とに過剰歯2本が存在する症例

右 左 （単位㎜）

m2 rn1 C 12
i2 i2＊ C＊ C ml　　m2

上顎 歯冠幅
賦･厚

9．3

P0．2

7．0

V．3

7．0

T．3

5．1

S．9

1：1 4．1

S．5

5．2

T．6

6．0

T．4

P　　9．5
o　IO．5

表5　症例IV　左上顎乳側切歯部に過剰歯が存在する症例

右 左 （単位mm）

rn2 m1 C 、i2 11
i1 12 i2零 C m夏　　m2

上顎 歯冠幅

賦･厚
9．8

X2
7．4

V．8

7．1

T．5

5．6

S．9

7．0

S．3

7．0

S．3

5．1

S．6

6．5

T．2

7．1

T．6

7．4　　9．7

W．0　9．4

下顎 歯冠幅
賦･厚

10．8

X．2

9．0

U．8

6．0

S．7

1：1 4．5

R』

4．7

R．1

1：1 ：
5．9

S．7

8．9　10．8

U．8　9．2

歯冠の大きさに比べ比較的大きく乳歯特有の像を示し　　　（L∠に近い歯を匡，遠心の歯を匝＿とする）。

ている．また，L血と教ら泌歯胚力・麟された．　［塾は残根状態，劃の遠心側・劃の近心側に

さらに，」⊥の根端部の間で医噛胚の上部に未　鰍硯られる・lpm・は・SS出途上である・
発育ではあるが過剰な歯胚が存在している（図2C）。　　　下顎の印象採得はできなかったが，口腔内視診所見

3　症例　III　　　　　　　　　　　　　　　　　　ではM，　12　ll　Ii　lz　Miが繭出途上にあり，そのほかに

　泉　O彦，男。長野市にて出生。受診時5歳4ヵ月。　　は特記すべき事項はない。

遺伝的関係は不明である。生来健康で，既往症として　　　上顎繭出乳歯の歯冠の大ぎさは表4の通りである。

特に記載することはない。全身の発育，栄養状態とも　　　X線診査ではP2　P，　1，　111、1／CPIP，の歯胚が

に良好である。この症例は，事情により印象採得とレ　　確認された。匹L部に2つの歯胚が存在することから，

ソトゲソ撮影の時期が，8歳4ヵ月にならざるを得な　　近心の歯を］L，遠心の歯を］塗とする。匡Lの歯

かった。印象採得蒔における上顎の繭出歯は下記の通　　胚は1つである。

りである（図3A，3B）。なお，下顎については［コ　　　　i，　i2♂cとも単根である，巨Lには］≧．によると

腔内の視診（8歳4ヵ月時）によるものである。　　　　思われる歯根の吸収が見られるが，同年齢の平均的な

　M、m，m、ci、1、　i，i2・c・cm、m、M、　　　歯根吸収である。また・］星とL二の歯髄腔は歯冠

　（M、m、mlcI，1，1、1、　　　cm、nユ2M，）　　　の大きさに比べて比較的大きく，乳歯特有の像を示し

　左上顎前歯部では，」Lを先に抜歯してしまったの　　ている（図3C）。

で欠如しているが，そのほかになお合計4本の乳歯が　　4　症例　IV

存在している。この4本の歯は同一歯列上にある。近　　　水○清O，男。長野市にて出生。受診時5歳8ヵ月。

心よりの2本は切縁の咬耗，両歯間の鶴蝕治療のため，　　家族歴，遺伝的関係は不明である。生来健康で，既

軽度に削ってはあるものの，その形態から見て，乳側　　往症として特に記載することはない。本人の全身の発

切歯と考えられる。形態は反対側乳側切歯と酷似して　　育，栄養状態は普通である。

おり，いずれが本来の左乳側切歯か判定することはで　　　繭出歯は下記の通りである（図4A，4B）。

きない（近心側のdV　i9　Ll，＿，遠心側の歯を巨∠とす　　　　　　　m，mlci2il　ili2i2＊cm！m2

る）。4本の乳歯のうち，瞳の遠心にある2本はと　　　　　　M2mlc121・1112　cmlm・

もに乳犬歯型であるが，瞳側（近心側）の歯はやや　　　左上顎乳中切歯，乳犬歯間に2本の乳側切歯様の歯

栓状形を示している。遠心側の歯は尖頭に軽度の咬耗　　があり，左乳側切歯の重複と考えられる（近心側の歯

が見られるが，舌面の形態が反対側』」の形態に酷似　　を巨L，遠心側の歯を巨£とする）。巨塑とも歯列

していることからみて，本来の左乳犬歯と考えられる　　上にあり，巨∠は遠心を唇側に捻転させている。匝
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前歯部乳歯の歯数異常

表6前歯部乳歯双生歯の報告例（日本人）　　　　＋sは過剰歯との合一を表す

Nα 報告者 発表年度 年齢 性別 過剰歯の後継歯胚 文献

伊藤英夫

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

ｾ田，北村

ﾖ藤利世

@〃

@〃

@〃

�闌�

井健介ら増

c智恵子ら荻

c修二ら　

@〃轟

ｩ五ら岡

{，岡本　

@〃平

ｪ弘士ら栗

ｴ洋一ら　

@〃本

ﾇ例�

939　

V　

V　

V　

V　

V　

V　

V　

V　

V　

V　

V　

V　

V　

V　

V　

V1
X511

X59　

V　

V　

V1
X661

X661

X691

X78　

V1
X791

X81　

V1
X821

X83　

V1
X90�

歳11ヵ月4

ﾎ1ヵ月4

ﾎ1ヵ月4

ﾎ2ヵ月4

ﾎ2ヵ月4

ﾎ6ヵ月4

ﾎ7ヵ月4

ﾎ8ヵ月4

ﾎ8ヵ月4

ﾎ11ヵ月5

ﾎ5ヵ月5

ﾎ5ヵ月5

ﾎ7ヵ月5

ﾎ11ヵ月6

ﾎ0ヵ月6

ﾎ1ヵ月6

ﾎ5ヵ月8

ﾎ　

s　明　

@〃　

@〃　

@〃5
ﾎ6

ﾎ9ヵ月2

ﾎ7ヵ月2

ﾎ6ヵ月4

ﾎ0ヵ月5

ﾎ9ヵ月6

ﾎ2カ月6

ﾎ6ヵ月3

ﾎ7ヵ月2

ﾎ9ヵ月4

ﾎ8ヵ月4

ﾎ2ヵ月�

『C十S　S十C師

（匹欠）一

5）〃

）下顎左側切歯部に過剰歯が存在
）上顎右　中切歯部に過剰歯が存在

）　下顎左　中切歯部に過剰歯が存在
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水　橋　　　巌

は反対側乳側切歯とほぼ同形をなしていることから　　栄養状態は普通である。

Ll2＿　h9正規の左上顎乳側切歯と思われる。巨∠e＃i　Ll2＿　　　繭出歯は下記の通りである（図5A，5B）。

に比べ歯冠は大きく，切縁に尖頭が現れ唇側から見る　　　　　　　m、m、c1、Ili、i、cm、m、

と匡＿の形態に似かよっている。舌側面は舌面窩が見　　　　　　　m・m・c121・1112cm・m2

られ，全体として匡＿と匝＿との中間形態を示してい　　　このうち匝は歯冠中央部が蘭蝕のため本来の形態

る。1，i、111、とも切縁の咬耗が見られる。幽の舌　　は不明であるが，2本の乳切歯が合一したと考えられ

面中央には軽度の隆起が見られるほかは特記すべき事　　る形をしている。

項はない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抜去歯において見ると，小型の乳犬歯に似た形をし

　歯冠の大きさは表5の通りである。　　　　　　　．　た近心半部の歯の口蓋側に，やはり同形をした遠心半

　X線の診断が行えなかったため，歯根の状態，後継　　部の歯の唇側が，歯冠中央部より根端にかけて癒合し

歯の有無などは確認できなかった。　　　　　　　　　　ている。LIL匝＿ともに存在することから，匿は過

B　前歯部乳歯双生歯　　　　　　　　　　　　　　　　剰歯と乳側切歯の合一した，いわゆる双生歯であると

　調査対象の6歳未満の幼児1，016名の中から，左上　　思われる。歯冠，歯根の形態からみて，どちらが過剰

顎前歯部に乳側切歯と過剰歯とが合一したと考えられ　　歯であるかは判定できない。

る双生歯を有する男児1例を見出した（出現率0．10　　　反対側乳側切歯上」の口蓋中央に切縁より歯茎部に

％）。X線診査では永久歯胚の数には異常を認めなか　　かけてかなり発育した隆線がみられる。劃に軽度の

った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爾蝕が見られるほかは上下顎とも他歯には特記すべき

　乳歯双生歯の出現も，従来からきわめてまれなもの　　事項はない。

とされており，われわれが調査したところでは，これ　　　雨出歯の歯冠の大きさは表7のごとくである。［互

まで日本人において発見され，報告されたものは合計　　の歯冠幅は，反対側の」に比べ，はるかに大きな値

33例（表6）に過ぎないので，以下に今回の症例につ　　を示している。

いての詳細を述べる。　　　　　　　　　　　　　　　　　X線診査において，Lの根端部は近遠心的に二根

1　症例　V　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に分離してはいるが，歯根中央部では同一歯髄腔をな

　田○英○，男。長野市にて出生。受診時4歳2ヵ月。　　し，さらに歯冠部において，別々の歯髄腔を有してい

　家族歴，遺伝的関係は不明である。生来健康で，既　　　る。根尖部に歯根嚢胞を持っていた。歯髄腔は歯冠の

往症として記載することはない。本人の全身の発育，　　大きさに比べ比較的大きく，乳歯特有の像を示してい
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前歯部乳歯の歯数異常

図5　症例V　巨呈＿の双生歯（矢印）

　　A　咬合面　B　唇側面　C　X線像　D　抜去した双生歯のX線像。▲印が近心側

図6　上下顎に対角性に癒合歯（矢印）を持つ症例

　　A　上顎癒合歯ig±i1］の咬合面　B　上顎癒合歯ig±1」の唇側面

　　C　下顎癒合歯「f「再、の咬合面　D　下顎癒合歯「蔽，の唇側面

図7　下顎左右両側に癒合歯（矢印）を持つ症例

　　A　癒合歯τ司「f諦の咬合面　B　癒合歯τ肩司「f飛の唇側面
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表7　左上顎乳側切歯が双生歯である症例

右 左 （単位mm）

m2 mL C i2 i正 iI
i2　　C rnl　　　m2

上・

{
歯冠幅
賦･厚

9．1

X．6

1：1 1：1 1：1 1：1 6．5

S．6

8．3　6．3
T．0　5．1

7．1　　9．1
W．5　　9．7

下顎 歯冠幅
賦･厚

10．2

X．0

7．8

V．2

5．6

S．5

4．3

R．7

3．8

R．4

1：1 4．3　5．5
R．8　4，6

7．7　10．3
V．2　　9．1

　表8　癒合乳歯の部位別例数と後継永久歯胚の状態　　　険率1％）。このうち上下顎に各1歯が共存している

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　男児1例があった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左右側に分けてみると，左側に9歯（0，89％），右
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　側に20歯（1．97％）があり，右側に多く出現する傾向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がみられたが，有意なものではなかった（危険率5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％）。このうち左右両側に各1歯が共存しているもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は5例（0．49％）で男児2例（O．39％），女児3例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　（O．60％）である。この男児2例のうちの1例は前記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の上下顎に各1歯が共存していた例であり，従って，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この例では癒合歯が上下顎対角性に共存している（図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　6）。残りの男児の1例と女児の3例計4例はいずれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　も癒合歯が下顎の左右に対をなして存在していた（図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　7）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歯種別に見ると，上顎ではi、とi2の癒合歯が2例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　2歯みられた。下顎ではilとi2の癒合歯が9例9歯，

　＋：癒合歯をあらわす。　　　　　　　　　　　　　　i2とcの癒合歯が15例18歯見られ，　i2とcの癒合が多

　○：後継歯の欠如をあらわす。　　　　　　　　　　　　かったが，有意なものではない（危険率5％）。

　＊：一卵性双生児の1例を含む。　　　　　　　　　　　これらの癒合乳歯の後継歯の状態をX線で診査した

　”：乳歯は正常であったが，後継永久歯胚が欠如。　　　結果，24例29歯のうち2例（8．33％）3歯（10，34％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に後継歯胚が欠如していた。また4例（16．67％）4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歯（13．79％）の後継歯に癒合と思わせるX線像が見

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られた。従って，24例29歯の癒合歯のうち，その後継

　永久歯の歯胚の数には異常は認められない（図5C，　歯に欠如または，癒合と見られるものが6例（25．00

5D）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％）7歯（24．13％）あり，かなり高い頻度を示して

C　前歯部乳歯癒合歯　　　　　　　　　　　　　　　　いる（図8，9）。

　調査対象の6歳未満児1，016名（男児515名，女児　　　この後継歯胚の欠如例のうちの1例では，癒合乳歯

501名）中，癒合歯を有する者は24例（男児10例，女　　の後継歯胚が欠如しているとともに，その反対側の正

児14例）で，出現率は2．36％であった（表8）。また　　常乳歯の後継歯胚にも欠如が見られた。また癒合歯を

男女別の出現率では男児1．94％，女児2．79％であり，　　有する女児14例のうち2例は互いに一卵性の双生児で

女児の方が多い傾向が見られるが，有意なものではな　　ある。そのうちの1例では，下顎にi、とcの癒合歯が

かった（危険率5％）。このうち癒合歯を2本有する　　左右それぞれ1本ずつ，計2本見られるとともに，X

者が5例（男児2例，女児3例）あり，出現率は0，49　　線診査では下顎の後継歯胚のうち1、が左右ともに欠

％（男児o．20％，女児o．30％）である。　　　　　　　　如していた。これに対して，他の1名ではi、とcの癒

　上下顎別に見ると，上顎に2歯（0．20％），下顎に　　合歯が下顎右側ve　1本見られただけであり，　X線診査

27歯（2．66％）があり，下顎に多く出現している（危　　でも後継歯胚には異常を認めなかった。

癒合乳歯 後継永久歯

部　　位 男女 計 部位 男女 計

i2十i1

　　11十i2

@珊

i2＋ii　i2＋C

114　1　21　3串3　6＊　2

珊爾岡恥榊 2　1　2　1
2121

C＋i2　12＋C

計 1014 24 2　4 6
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前歯部乳歯の歯数異常

　次に部位別に見た場合，r毒の癒合9例9歯では後　　11）。出現率は0．59％（男児0．97％，女児0．19％）で

継永久歯胚を欠いている症例は見られなかったのに対　　ある。従って，繭出した正中歯を有する者の40．00％

し，i2　cの癒合15例18歯においては2例（13．33％）　　　（男児41．67％，女児33．33％）には，その付近に埋伏

3歯（16．67％）に後継永久歯胚を欠いていた。また　　している過剰歯が存在していたことになる。これらの

後継歯胚の癒合はili2癒合では2例（22．22％）2歯　　埋伏過剰歯の埋伏状態を，歯冠がほぼ正常方向に向い

（22．22％），耳万癒合では2例（13．33％）2歯　　ている“順生型”と，歯冠湊反対方向に向いている

（11．11％）であった。　　　　　　　　　　　　　　　　“逆生型”とに分けて調査してみると，順生型が4例

D正中歯　　　　　　　　　 （男児4例，女児0例），逆生型が2例（男児1例，

　調査対象の6歳未満児1，016名（男児515名，女児　　女児1例）となっていた。

501名）のうち，上顎正中部に繭出した正中歯を有す　　　これとは別に，繭出した正中歯を認めない成人を含

る者が15例（男児12例，女児3例）あった（表9）。　　む男927名，女959名，計1，886名の上顎正中部のX線

出現率は1．48％（男児2．33％，女児0．60％）である。　写真を観察した結果，そのうちの男34例，女23例，計

男児の出現率が女児より高くなっている（危険率5　　57例において，その上顎正中部に埋伏過剰歯のあるこ

％）。繭出した正中歯は全例とも1本のみであったが，　　とを見出した（図12－16）。その出現率は男3．67％，

さらにX線診査を行ったところ，そのうちの6例（男　　女2．40％，全体では3．02％となっており，男における

児5例，女児1例）において，上顎正中部に埋伏状態　　出現率が高くなっているが，有意なものではない（危

にある過剰歯がもう1本あるのが認められた（図10，　　険率5％）（表10）。これらのうち埋伏過剰歯を2本有

＼

図8　癒合歯τ国（矢印）の後継歯胚が癒合C不司している症例

　　A　癒合歯τ岡の咬合面　B　癒合歯一ETilの唇側面　C　癒合歯E：Fillと後継癒合歯胚じ下司（▲

　　　印）のX線像
図9　癒合歯τ下司（矢印）の後継歯胚玉］が欠如している症例

　　A　癒合歯τ岡の咬合面　B　癒合歯’ariilの唇側面　C　癒合歯τ岡のX線像。後継歯胚の了司
　　　が欠如（▲印）
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している例は男にのみ5例が認められ，女で認められ　　していたことになる。

たものはなかった。その出現率は男O．54％，女0％，　　　　これらの埋伏過剰歯の埋伏状態を，歯冠がほぼ正常

全体ではO．27％となる。従って，上顎正中部に埋伏過　　方向に向いている順生型”と，歯冠が反対方向に向

剰歯の見られた男34例中の14．71％，女23例中の0％，　　いている“逆生型”とに分けて調査してみると，埋伏

全体で57例中の8．77％に2本の重複埋伏過剰歯が存在　　過剰歯1本だけある男29例，女23例，計52例中，順生

図10乳歯列期に繭出した正中歯（矢印）を持つ症例

　　A　正中歯の咬合面　B　正中歯のX線像　C　抜去した正中歯の舌側面

図11　乳歯列期に繭出した正中歯（矢印）と埋伏正中歯を持つ症例

　　A　繭出正中歯の咬合面　B　繭出正中歯と埋伏正中歯（▲印）のX線像　C　抜去した2本の正中歯，

　　左が埋伏（▲印），右が繭出正中歯（矢印）

図12～16上顎正中部に繭出正中歯は認めないがX線像で埋伏正中歯（矢印）を認めた症例

　　図12　1本順生埋伏歯　図13　1本逆生埋伏歯　図14　2本順生埋伏歯

　　図15　2本逆生埋伏歯　図16　1本順生，1本逆生埋伏歯
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前歯部乳歯の歯数異常

　　　　表9上顎乳歯列期に繭出した正中歯　　　を示すこと，②歯列上に配列していることの2点を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　挙げ，従って，正常乳歯との鑑別が困難であるとして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　いる・また守口と野坂5）は従来の報告例を総合した結

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　果，その判定基準として，歯列上に存在し，歯冠形態，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大きさ，色調，鵬蝕の進行状態，歯根形態，歯根の形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12　　　　成および吸収状態が正常乳歯と類似していることとし，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・33％）　そのほか後継永噛の存在の礁および歯冠の形成状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態，年齢，歯胚の形成時期を考慮する必要があると述

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　べている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回の4症例のうち，症例1，II，　IIIでは上記の判

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定基準の諸条件を満たしているので，真の乳歯過剰歯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．48％）　　　と判定される。症例∬1については，X線診査を行えな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かったため，歯根部の状況は不明ではあるが，その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の条件は満たしていると思われるので，乳歯過剰歯と

　　　　表10埋伏正中歯（成人を含む）　　　　　　　みなした。

　診療上の必要あって撮影した上顎前歯部（LL工）　　　　2　出現頻度

　のX線写真に埋伏正中歯がみられた症例　　　　　　　　　真の乳歯過剰歯の出現頻度として，岡本1）は数万人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に1例，酒井3）eth　1万人に1例くらいであろうと述べ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　ている。しかし，日本人についてはその出現頻度につ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いての統計的な報告はまだ少ない。湯浅44，は1，260名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34　　　　中に1例もなく，深田45）は16，149名中7例の乳歯列過

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3・67％）　　剰歯を認めたが，真の乳歯過剰歯は発見できなかった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と報告している。また後藤9）は約1，500名中に1例（約

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23　　　0、13％），森主ら46）は932名中に1例（O．11％）しかな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かったと述べている。さらにこれまで日本人について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告された乳歯列に出現した過剰歯の症例のうち，著
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17。2％）者が上言己の判定鞠・従・て，真の購過剰歯であろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うと判定しえたものは，前歯部における35例に臼歯部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に発見された1例を加えても合計36例にすぎなかった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表1）。

型は男9例（31。03％），女11例（47．83％），計20例　　　　一方，外国ではGrahri6nとGranath47）が1，173名

（38．46％）であった。それに対して逆生型は男20例　　中に3例（0，26％）であったと報告し，Luten4s）は

（68．97％），女12例（52．17％），計32例（61．54％）　　1，558名中に11歯（0．71％）を発見したという。

となっている。また埋伏過剰歯を2本有している男5　　　今回の調査における出現頻度は1，016名中ea　4例

例についてみると，2本とも順生型2例，2本とも逆　　　（O．39％）5歯（0。49％）であったから，これまでに

生型2例・1本が順生型で他の1本が逆生型のもの1　　報告されている日本人における出現頻度に比べると，

例となっていた（表10）。　　　　　　　　　　　　　　かなり高い値を示しており，Grahn6nとGranath・7｝の

　　　　　　　　N考　察　　　　幸賠に近い働乱ている・この理由として旧本で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は口腔衛生に対する関心度が最近著しく向上してきて

A　前歯部乳歯過剰歯　　　　　　　　　　　　　　　　はいるものの，乳幼児の歯の検診機会が少なかったこ

1乳歯過剰歯の判定　　　　　　　　　　　　　　　　と，真の乳歯過剰歯の歯冠形態が正常歯のそれときわ

乳歯列に出現する前歯部過剰歯には永久歯の早期繭　　めて類似していること，乳歯の鯖蝕の進行による歯冠

出と真の乳歯過剰歯とがある。そのうち真の乳歯過剰　　部の崩壊が見られること，乳歯過剰歯は代生歯過剰歯

歯の判定基準として藤田2）4〕は過剰歯が，①正常形態　の場合ほどは為害作用を伴うのが少ないことなどのた
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29 5 34

i3．67％）

20　　9 2 2 1
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表11形態が正常乳歯に類似し歯列上にある前歯部乳歯過剰歯の報告例（日本人）

総例数 片側に出現 両側に出現 発現部位 過剰歯数
片側に
o　現

両側に
o　現

上　顎 35例（89．7％） 30例（85．7％） 5例（14．3％） 中切歯部 8歯（19．5％） 6歯 2歯

前歯部 41歯（89ユ％） 31歯（75，6％） 10歯（24．4％） 側切歯部 24歯（58．5％） 2噛 4歯

左14歯（452％） 左5歯（50．0％） 切歯部・ 4歯（9．8％） 2歯 2歯

（内1例は片側 犬歯部 5歯（122％） 3歯 2歯

に2歯）

右17歯（54，8％） 右5歯（50．0％）

下　顎 4例（10．3％） 3例（75．0％） 1例（25．0％） 中切歯部 2歯（40。0％） 2歯

前歯部 5歯（10．9％） 3歯（60，0％） 2歯（40．0％） 側切歯部

左2歯（66．7％） 左1歯（50．0％） 切歯部・ 3歯（60．0％） 1歯 2歯

右1歯（33．3％） 右1歯（50，0％） 犬歯部

計 39例 33例（84。6％） 6例（15．4％） 中切歯部 1噛（21．7％） 8歯 2歯

46歯 34歯（73．9％） 12歯（26．1％） 側切歯部 24歯（522％） 2噛 4歯

♂22例（57．9％） 左16歯（47．1％） 左6歯（50．0％） 切歯部・ 7歯（15．2％） 3歯 4歯

26歯（59．1％） 右18歯（52．9％） 右6歯（50．0％） 犬歯部 5歯（10．9％） 3歯 2歯

♀16例（42．1％）

18歯（40，9％）

不明1例（一）

2歯（一）

他に参考として上顎右第1，第2乳臼歯部口蓋側に過剰歯1歯を有する1例あり。

過剰歯とともに双生歯を有する症例が上顎2例，下顎1例あり。

率切歯部のどの部位か特定できないもの。

め，乳歯過剰歯が発見されにくかったことが考えられ　　いては，片側性発現が33例（84．6％）34歯（73，9％）

る。従って，今後の調査によっては，もう少し出現頻　　であり，両側性発現は6例（15．4％）12歯（26，1％）

度が高くなるのではないかと思われる。なお，人種差　　に過ぎない。なお，片側性発現例の中に，今回報告し

や地域差の有無については，報告例，症例数ともに非　　　た症例IIIの上顎左前歯部に2本の過剰歯が存在してい

常に少いため，現時点では，まだ検討を加えることは　　た珍しい1例が含まれている。

できない。　　　　　　　　　また乳歯懸噛46歯のうち4噛（89・1％）が切歯部
3　出現部位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に出現し，犬歯部に出現したのは5歯（10．9％）のみ

　今回の前歯部乳歯過剰歯4例5歯は全例とも上顎前　　で，すべてが上顎に存在していた。両側性に発現して

歯部に存在していた。これまでに報告されている前歯　　　いた6例はすぺて左右対称的に同じ部位に過剰歯が存

部乳歯過剰歯合計35例41歯を合わせた総計39例46歯に　　在していた。

ついてみると，そのうち35例（89．7％）41歯（89，1　　　片側性に発現していた33例34歯のうち，左側にあっ

％）が上顎前歯部に存在しており，下顎前歯部に存在　　たものが15例（45．5％）16歯（47．1％），右側にあっ

していたものは4例（10，3％）5歯（10，9％）に過ぎ　　たものが18例（54．5％）18歯（52．9％）で，左右差は

ない。また臼歯部ではこれまでに岡本ら34）によって上　　認められない（表11）。

顎臼歯部に存在していた1例1歯が報告されているだ　　　4　性差

けである（表1，11）。　　　　　　　　　　　　　　　　永久歯過剰歯の場合にはその発現頻度にかなりの性

　片側性，両側性の発現頻度について見ると，今回の　　差が認められており，男の出現率は女の約3倍である

4例5歯はすべて片側性に発現していたが，これまで　　と報告されている49》　5’）。しかし，乳歯過剰歯につい

に報告されている35例41歯を加えた合計39例46歯にお　　てその統計的な研究はこれまでにはまだ見られない。
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前歯部乳歯の歯数異常

後継歯胚有 後継歯胚無 判定不可能

上顎29例35歯 10例（串◎）

P2歯（34．3％）

19例（’＊◎）

Q2歯（62．9％）

1例

P歯（2．9％）

下顎2例2歯 1例

P歯（50．0％）

1例
P歯（50．0％）

計31例3噛 11例

P3歯（35．1％）

20例

Q3歯（62，2％）

1例

P歯（2．7％）

表12前歯部乳歯過剰歯の後継歯胚の有無　　　　　　両側性に過剰歯を有する5例10歯では，左右ともに

　　　の報告例（日本人）　　　　　　　　　　　後継歯胚を持つものが2例4歯，左右ともに後継歯胚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を持たぬものが3例6歯であり，左右どちらか一方の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みに後継歯胚が存在する例はみられなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　1例　　　　　　　　後継歯胚の出現部位はすべて切歯部であり犬歯部に

　　　　　　　　　　　　　　　　　噛（2・9％）　は、本も認められていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお今回報告した症例IIIは左上顎片側性に過剰歯2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本を持つ珍しい例であったが，そのうち過剰乳側切歯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のみに後継歯胚がみられ，過剰乳犬歯には見られなか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　前歯部乳歯双生歯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　乳歯双生歯の判定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　双生歯の定義として，藤田4）は1本の正常歯がその

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そばに発生した過剰歯胚と含一したものとしているが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ThomaとGoldman52）は1個の歯胚が種々の原因で分

，：諜講畿1雛婁暮套：　裂・た・の・してい…欄・て宮崎猟そ
　　◎片側に過剰歯が複数ある1例2歯を含む。　　　　の成因はとにかくとして・LuxとLuxs4）の分類をもと

　　　　このため後継歯胚の有無の例数合計が1例多　　に・できあがった形の上で・正常歯と過剰歯・または

　　　　くなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　過剰歯と過剰歯の合一したものとしている。この場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に問題となることは，隣在する正常歯が欠如している

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場合には，真の双生歯なのか，正常歯同志が合一した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものなのかを決定するのが困難となる。またその歯冠

　今回観察した6歳未満の男児515名，女児501名，計　が正常歯に比して大きくない場合には，たとえ歯の表

1，016名のうち，前歯部に乳歯過剰歯を有するものは　　面に溝や屈曲が観察されたとしても，真の双生歯とは

男児2例（0．39％），女児2例（0．40％）で，男女同　　断定し難い。

数であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従って，明らかに双生歯と断定することができるの

　これまでに報告されている前歯部乳歯過剰歯35例41　　は，隣在正常歯に欠如がなく，歯冠が正常歯に比べて

歯のうち，性別が不明である1例2歯を除いた34例39　大ぎい場合に限られてくる。

歯に今回の症例4例5歯を加えた合計38例44歯につい　　　今回の症例では隣在正常歯に欠如がみられず，歯冠

てみると，男児22例（57．9％）26歯（59．1％）女児16　　幅が反対側の同種歯に比べてはるかに大きな値を示し

例（42，1％）18歯（40．9％）となっており，男児の方　　ているので，真の双生歯であると考えられる。

がやや多くなっている（表11）。　　　　　　　　　　　　　2　出現頻度

5乳歯過剰歯と後継歯との関係　　　　　　　　　　　　乳歯双生歯の出現頻度についての統計的な報告はま

過剰歯の後継永久歯の存在については，Grahn6nと　　だぎわめて少ない。伊藤35）は1歳から13歳までの

Granath‘7）は30％に出現すると報告し，笠原と石2：）旭　　11，283名中，17例（0．15％）に双生歯を認め，そのう

爪ら32，は日本でもほぼ同程度の保有率を推察している。　ち男児は6，167名中11例（0．18％），女児5，116名中6

今回報告した4例5歯のうち，X線診査が可能であ　　例（0，12％）であったと報告している。また斉藤37）は

った3例4歯では，その2例2歯に後継歯胚が観察さ　　幼稚園，保育所，ならびに小学校2年生までの小児

れた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7，589名中4例（O．05％）に双生歯を認め，そのうち

　これまでに報告されている前歯部乳歯過剰歯35例41　男児は3，935名中3例（0，08％），女児は3，654名中1

歯に今回報告した4例5歯を加えた合計39例46歯のう　　例（0，03％）であったとしている。

ち，過剰歯の後継歯胚の有無をX線にて調査したもの　　　また外国ではGrahn6nとGranath47）が1，773名中に

が31例37歯あった。このうち後継歯胚を有するものは　　1例（0．06％）しかなかったことを報告している。

11例（35．5％）13歯（35．1％）であった（表1，12）。　　今回の調査でも6歳未満の幼児1，016名（男児515名，
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表13　前歯部乳歯双生歯の報告例（日本人）

総例数 片側に出現 両側に出現 結 合　　型

上顎前歯部 24例（70．6％） 21例（87．5％） 3例（12．5％） i1十S 9歯（33，3％）

27歯（67．5％） 21歯（77．8％） 6歯（22．2％） i2十s 11歯（40．7％）

左9歯（42，9％） 左3歯（50，0％） C十S 5歯（18．5％）

右12歯（57．1％） 右3歯（50．0％） i正十s十i2 2歯（7．4％）

下顎前歯部 10例（29．4％） 7例（70．0％） 3例（30．0％） i1十s 2歯（15．4％）

13歯（32．5％） 7歯（53．8％） 6歯（46．2％） i2十s 3歯（23。1％）

左1歯（14．3％） 左3歯（50．0％） C十S 7歯（53．9％）

右6歯（85．7％） 右3歯（50．0％） i2十S十C 1歯（7．7％）

計 34例 28例（82，4％） 6例（17，6％） 40歯

4噛 28歯（70．0％） 12歯（30．0％）

♂19例（55，9％） 左10歯（35．7％） 左6歯（50．0％）

22歯（55．0％） 右18歯（64．3％） 右6歯（50．0％）

♀15例（44．1％）

18歯（45，0％）

十sは過剰歯との合一を示す

女児501名）中男児1例（0，10％）を認めたのみであ　　　また乳歯双生歯のうち，上顎では計27歯中で側切歯

った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と過剰歯の結合型i2十sが11歯（40，7％）で最も多く，

　さらにこれまで日本人について報告された乳歯双生　　以下il＋s型9歯（33．3％）c＋s型5歯（18．5％）で

歯の症例のうち，著者が明らかに双生歯であると断定　　あるのに対して，下顎では13歯中で犬歯と過剰歯の結

しえたものは，今回の症例1例1歯を加えても，合計　　合型c＋sが7歯（53．9％）と過半数をしめ，以下

34例40歯に過ぎない（表6）。いずれにしても乳歯双　　i2＋sが3歯（23．1％），　i1＋sが2歯（15．4％）とな

生歯の出現頻度はかなり低いものと考えられる。　　　　っている。また上顎ではii＋s＋i2の3歯結合型が2

3　出現部位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歯（7．4％），下顎ではi、＋s＋cの3歯結合型1歯

　今回の乳歯双生歯1例1歯を加えたこれまでの日本　　　（7．7％）が報告されている。

人における報告例34例40歯についてみると，そのうち　　　片側性に発現していた28例28歯のうち左側にあった

24例（70．6％）27歯（67．5％）カミ上顎前歯部に存在し　　ものが10歯（35．7％），右側にあったものが18歯

ており，下顎前歯部に存在していたのは10例（29，4　　（64。3％）で右側に多く出現していたが，有意の差は

％）13歯（32．5％）であり，下顎前歯部に存在してい　　認められなかった（危険率5％）。

る方が少ない（表6，13）。しかしながら，前に述べ　　4　性差

た前歯部乳歯過剰歯では下顎に存在していたのは39例　　　今回の報告例を含めたこれまでの乳歯双生歯の報告

46歯中4例（10．3％）5歯（10．9％）に過ぎなかった　　例の合計34例40歯のうち，男児に出現したのは19例

ので（表1，11），それに比べると乳歯双生歯が下顎　　　（55，9％）22歯（55．0％），女児に出現したのは15例

前歯部により高頻度に出現していることになるのは興　　　（44．1％）18歯（45．0％）であった。なお，出現頻度

味深い。なお臼歯部に出現した乳歯双生歯の報告はこ　　の性差については愚集団が不明確のため，述べること

れまでにまったく見られない。　　　　　　　　　　はでぎない（表6，13）。

　片側性，両側性の発現頻度について見ると，片側性　　　5　乳歯双生歯と後継歯との関係

発現が28例（82，4％）28歯（70，0％）であるのに対し　　　今回の報告例を含めて，これまでに乳歯双生歯の後

て，両側性発現は6例（17．6％）12歯（30．0％）で，　　継歯胚について報告されているのは合計11例であるが，

有意に少ない（危険率1％）。なお片側に2歯が出現　　そのいずれにおいても過剰歯の後継歯胚の存在は認め

していた例はない。　　　　　　　　　　　　　　　　られていない（表6）。また興味深いのは正常乳歯2
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Nα 報告者
発衰

N度
調査

l員
出現数
出現率
@（％）
文献

1 栃原義人 1932 675 7 1．04 56）

2 中久木健児郎 1934 638 23 3．61 57）

3 蜂須賀正雄ら 1938 1，823 19 1．04 58）

4 伊藤英夫 1939 11，283 158 1．40 35）

5 堀田　一 1943 2，587 56 2．16 59）

6 湯浅泰仁 1944 1，260 36 2．85 44）

7 深田　英朗 1952 10，149 202 1．99 45）

8 関根正俊 1953 14，051 334 2．37 60）

9 原　秀一ら 1974 1，668 49 2．93 61）

10 上野博ら 1983 6，329 136 2．15 62）

11 村津和正ら 1984 3，000 97 323 63）

12 真柳秀昭ら 1985 1，509 49 3．25 64）

13 浜田芳隆ら 1985 1，024 57 5．57 65）

1～13計 55，996 1，223 2．18

14 水橋巖 1990 1，016 24 2．36

歯と過剰歯1歯の3歯の結合型の報告例3例では，い　　認めたが，これら両者の出現率の間に有意の差は見ら

ずれにおいても過剰歯の後継歯胚だけでなく，正常乳　　れなかった（危険率5％）。

歯のうちの1歯に後継歯胚が認められていないことで　　3　出現部位

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これまでの報告では乳歯癒合歯は下顎に多く出現す

C　前歯部乳歯癒合歯　　　　　　　　　　　　　　　　るとされている。今回の場合でも下顎に有意に多く出

1乳歯癒合歯の判定　　　　　　　　　　　　　現しており（危険率1％），先人の報告と同じであっ

　前歯部乳歯に歯数不足がある場合には，それが癒合　　た。

によるものか，欠如によるものかを判定する必要があ　　　左右差は見られないとされてきたが，今回の場合に

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も認められなかった。

　藤田4⊃，小野55）によると乳歯の歯冠幅は，上顎では　　　癒合を歯種別にみると，罵癒合が驚癒合より多

il＞i2〈C，下顎ではi、＜i、〈Cであると報告されている。　いという報告62｝－65〕と弼癒合が遍より少ない45｝6°｝と

したがって，今回の報告では，反対側対応部の正常2　　いう相反する報告がなされている。このことについて

歯のうち，より大きい歯冠幅を持つ歯と比較して，歯　　浜田ら65）は後者の報告の対象が下顎切歯交換期を含

冠幅が大きい歯を癒合とし，等しいか小さい場合には　　み，弼癒合歯が喪失している可能性があるのに対し，

欠如とみなした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　前者の報告ではほぼ乳歯列に限定されているという調

2出現頻度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　査対象の違いによるものと推察している。乳歯列弓の

乳歯癒合歯の出現頻度についてのこれまでのおもな　　みを対象としている今回の場合では砺癒合が9歯，

報告例を表14に示す。この表によると出現率は1．04％　　驚癒合が18歯見られr再癒合のほうが少なかったが，

～5，57％となっているが，平均すると2．18％となり，　　有意の差は見られなかった（危険率5％）。

今回の調査における出現率2．36％とほぼ同様である。　　　4　性差

なお，今回の調査で水橋歯科医院を受診した915名中，　　　これまでの報告では性差は見られないとされてきた

癒合歯を認めたのは19例（2，07％）であり，芋井地区　　が，今回の場合でも性差は認められなかった。

での口腔検診では101名中5例（4．95％）に癒合歯を　　5　乳歯癒合歯と後継歯との関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これまでの報告によると上顎においてii　i2癒合歯が

　　　表14前歯部乳歯癒合歯の出現頻度の　　　　　　ある場合には，高頻度に後継永久歯胚の欠如が見られ

　　　　　おもな報告例（日本人）　　　　　　　　るとされているS9》6・）65）。しかし，今回の場合，上顎に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ili2癒合歯が2歯認められたが，その後継永久歯胚の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献　　　rm　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欠如は認められなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56）　　　下顎の場合にはili2癒合に比較してi2c癒合におい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57）　　て後継永久歯胚の欠如がかなり多く認められることが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　58）　　報告されている。今回の場合でも罵癒合9例9歯に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35）　　　は後継永久歯胚の欠如がまったく認められなかったの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　59）　　に対し，疏癒合15例18歯では2例3歯に後継永久歯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44）　胚の欠如が認められ，。れまでの幸晧と同様の傾向を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45）　　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爪している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61）　　　後継歯が癒合歯であるか否かはX線診査のみで判定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62）　　することはできない・確定するには後継歯が繭出する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63）　　までの追跡調査を必要とする。今回の調査ではX線診

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　64）　　査で後継歯の癒合を思わせる所見を呈したものが4例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65）　　　4歯に見られたが，追跡調査を行えばその数はもっと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増える可能性がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D　正中歯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　形態的特徴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上顎の左右中切歯間またはその口蓋側に現れる過剰
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水　橋　　　巖

歯はBolk66｝によってMesiodens（正中歯）と名付け　　から13歳までの1，789名中53例（2．96％），石川ら7°）は

られており，すべての過剰歯のうち最も出現頻度が高　　12歳から14歳の896名中14例（L56％）Vこ繭出ならび

いものとされている。その大多数は1本だけ存在する　　に未繭出の正中歯を認めている。今回の成人を含む

が，時には2本が対になって出現することもあり，そ　　1，886名のX線診査による調査では57例（3．02％）に

の歯冠形態は円錐歯，栓状歯または矯小歯の形を示し，　埋伏している未繭出の正中歯を認めた。今回の調査で

正常中切歯の形態を示すものはまれであるとされてい　　は繭出した正中歯は認めないが，必要あってX線撮影

る2）3）49）－51｝66）－70）。　　　　　　　　　　　　　　　　　を行ったものを対象に選んだ。瀧口49）の報告には繭出

　正中歯は上顎の代生中切歯の繭出と前後して繭出す　　正中歯を認めた20例を含んでいるので，これを除くと

ることが多いが，時に上顎乳中切歯が脱落する前に繭　　埋伏正中歯のみを認めたのは5，200名中114例（2．19

出することがある。そのため正中歯が乳歯であるのか，　％）となる。また寺崎と塩田5°）の報告では繭出正中歯

代生歯であるのかについての議論があるが，まだ決定　　を認めた15例を含むので，これを除くと埋伏正中歯の

でぎないでいる2｝。また，これまで乳歯過剰歯として　　みを認めたのは1，789名中38例（2．12％）となる。い

報告された症例のなかには，この正中歯であるものが　　ずれにしても正中歯の埋伏例はかなり多いものと考え

多い。従って，歯列上に存在し，その形態が正常乳切　　　られる。

歯と類似している真の乳歯過剰歯と区別する必要があ　　　4　性差

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正中歯の発現頻度にはかなりの性差が認められてお

2　乳歯列期における出現頻度　　　　　　　　　　　　り，6歳以上の年齢層における男の出現率は女の3倍

　乳歯列期に正中歯が出現することはまれであるため，　ないし4倍であると報告されている2）49）”51）7°）。

本邦ではこれまで乳歯過剰歯の症例報告の形での発表　　　今回の6歳未満児1，016名での調査では男児の出現

はなされてきた。しかし，乳歯列期における正中歯の　　率2．33％に対して女児はO，60％となっており，男児の

出現頻度に関する系統的研究はまだなされていないよ　　出現率は女児のほぼ4倍となっている。しかし，繭出

うである。今回の6歳未満児における調査では繭出正　　した正中歯を認めない成人を含む1，886名でのX線診

中歯は1，016名中15例（1，48％）に認められた。これ　　査による調査では，男3。67％，女2，40％に埋伏正中歯

に対して瀧口49）は6歳から13歳までの5，200名中20例　　を認め，男の出現率が女より高くなっているが，有意

（O．38％），寺崎と塩田5°）は8歳より13歳までの1，789　　の差とはならなかった（危険率5％）。なぜそのよう

名中15例（0，84％）住谷51）は高校生と大学生4，050名　　な結果になったかはいまのところ不明である。

中11例（0．27％），石川ら7°）は6歳から14歳までの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V　ま　と　め
3，312名中11例（0．33％）に認めたと報告している。

これらは今回の調査結果に比べてかなり，低い出現頻　　　6歳未満の男児515名，女児501名，計1，016名につ

度を示しているが，調査対象の平均年齢が比較的に高　　いて，前歯部における乳歯の歯数異常のうち過剰歯，

いので，正中歯の抜歯既往歴のある対象を含む可能性　　双生歯，癒合歯および正中歯の脊無，ならびにそれら

があるためかとも考えられる。　　　　　　　　　　　の出現頻度，出現状態，後継歯との関係を調査した。

3　埋伏正中歯　　　　　　　　　　　　　　　　　　これらのうち，その出現頻度がまれとされている過剰

　今回の6歳未満児1，016名の調査で繭出正中歯を持　　歯と双生歯の症例については，口腔内の全乳歯の歯冠

つ15例のX線診査では，そのうちの6例（40．00％）　　幅・歯冠厚の計測を行った。さらにこれまでの先人の

に埋伏状態にあるもう1本の正中歯を認めた。瀧口49｝　報告例を調査し整理した結果と比較して検討を加えた。

は6歳から13歳までの5，200名中20例に繭出正中歯を　　また正中歯の問題に考察を加える目的で繭出した正中

認めたが，X線診査によりそのうちの4例（20．00％）　　歯を認めない成人を含む男927名，女959名，計1，886

にもう1本の埋伏正中歯があったことを報告している。　名から得た上顎正中部のX線フィルムについて埋伏正

従って，繭出正中歯があった場合には，さらにもう1　　中歯の有無を調査した。

本の正中歯の埋伏している可能性がかなり高い。　　　　　以上の結果をまとめると次の通りである。

　一方，X線診査を用いての正中歯の有無に関するこ　　1　前歯部乳歯過剰歯は4例（男児2例，女児2例）

れまでの調査報告によると，瀧口49）は6歳から13歳ま　　に見出され，全例とも上顎に存在していた。出現率は

での5，200名中134例（2，58％），寺崎と塩田5°）は8歳　　0，39％（男児0，39％，女児0．40％）で，これまでの日
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本人についての報告に比べかなり高い頻度を示してい　　4　正中歯は15例（男児12例，女児3例）が見出され，

る。このうちの1例は上顎左前歯部el　2本の過剰歯を　　出現率は1．48％（男児2．33％，女児O．60％）で男児に

有する珍しい症例である。以上の4例中1例を除く3　　多く出現しており，これまでの日本人の報告に比べて

例4歯のX線診査では2例2歯に過剰歯の後継歯胚が　　かなり高い頻度を示している。このうちの6例（男児

存在した。これまでの報告でも過剰後継歯胚を有する　　5例，女児1例）には埋伏状態にある正中歯がさらに

症例が多くなっている。　　　　　　　　　　　　　　1本あるのが認められた。崩出した正中歯を認めない

2　前歯部乳歯双生歯は男児の上顎に1例が見出され，　成人を含む1，886名では，埋伏正中歯が57例（男34例，

出現率は0・10％（男児0・19％・女児0）であった。後　　女23例）に認められた。出現率は3．02％（男3．67％，

継歯胚の数にはこれまでの報告例と同様に異常を認め　　女2．40％）であり，これまでの報告とは異なって男女

なかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間に有意の差は見られなかった。

3　前歯部乳歯癒合歯は24例（男児10例，女児14例）

見出され・出現率は2・36％（男児1，94％，女児2．79　　　本論文の要旨は第86回日本解剖学会総会（昭和56年

％）で，下顎に多く出現しており，これまでの報告と　　4月，米子）において発表した。

ほぼ同様の結果であった。癒合の歯種別ではili2癒合　　　稿を終えるにあたり，ご指導を賜わった当教室の志

がi2　c癒合に比べて少なかったが，有意の差とはなら　　水義房教授，愛知学院大学歯学部酒井琢朗名誉教授に

なかった。後継歯胚の欠如は2例（8．33％）に見られ，　深謝するとともに，内藤輝講師，白沢信行講師，西

4例（16．67％）に後継歯胚にも癒合歯を思わせる所　　沢寿晃助手，横内久美子技官のご助力に対し，厚くお

見があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　礼申し上げる。
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